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M・K・ガンディーの近代文明批判

M

K

 
・ 

・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判

A

—
—

 

・
ナ
ン
デ
ィ
ー
の
見
解

葛

西

實

れ
て
い
な
い
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判
は
ガ
ン
デ
ィ
ー
研
究
の
盲
点
の
一

つ
で
あ
る
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
暗
殺
の
一
つ
の

大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
研
究
者
は
少
な
い
。
ナ
ン
デ
ィ
ー
、
サ

ラ
ン
は
そ
の
少
数
の
例
外
者
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
暗
殺
は
、
特
定
の
個
人
、
そ

れ
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
根
は
深

く
、
広
が
り
は
大
き
い
。
ナ
ン
デ
ィ
ー
の
研
究
は
こ
の
点
に
着
目
し
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
暗
殺
は
イ
ン
ド
の
近
・
現
代
史
を
理
解

す
る
一
つ
の
重
要
な
鍵
で
あ
り
、
そ
の
鍵
の
解
明
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明

批
判
を
明
確
に
す
る
と
同
時
に
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
批
判
の
視
座
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ

教
の
伝
統
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
宗
教
的
意
義
の
重
要
性—

—

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
戦
闘

的
非
暴
力
の
背
景—

—

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
三
点
に
し

ぼ
っ
て
ナ
ン
デ
ィ
ー
の
見
解
を
明
き
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
序

A

 

・
ナ
ン
デ
ィ
ー （A

shis N
andy

） 

は
イ
ン
ド
の
代
表
的
社
会
心
理
学
者
で
、
デ

リ
ー
の
発
展
途
上
国
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
所
員
で
あ
る
が
、
特
に
政
治
心
理

学
、
科
学
文
化
の
領
域
で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
著
作
も T

raditions, T
yranny

and U
topias  （1987

）,  T
he Intim

ate E
nem

y （1983

）,  A
t the E

dge of P
sychol-

ogy 

（1993

）,  T
he Illegitim

acy of N
ationalism

 

（1994

）,  T
he Savage F

reud

（1995

） 

等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
プ
レ
ス
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
る
。

A

K

私
が
ナ
ン
デ
ィ
ー
を
と
り
あ
げ
た
理
由
は
、
ナ
ン
デ
ィ
ー
が
、 

・ 

・
サ
ラ

ン
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
研
究
を
評
価
し
て
い
る
イ
ン
ド
の
例
外
的
な
学
者
で
あ
り
、
両

者
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
理
解
に
は
、
交
錯
点
、
交
錯
領
域
が
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
両
者
共
に
世
界
的
に
著
名
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
殆
ん
ど
言
及
さ
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役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
植
民
地
支
配
の
正

当
性
の
根
拠
と
し
て
の
文
明
化
の
課
題—

—

近
代
科
学
、
近
代
技
術
、
産
業
化
、

そ
の
総
体
と
し
て
の
進
歩—

—

は
、
イ
ン
ド
文
化
の
破
壊
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の
悲

惨
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
い
う
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
急
進
的
、
根
源
的
批
判
は
、

民
衆
の
間
に
植
民
地
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
の
批
判
的
意
識
を
覚
醒
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
植
民
地
支
配
の
実
態
は
人
種
主
義
、
人
種
差
別
、
搾
取
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
白
に
さ
れ
、
植
民
地
支
配
の
正
当
性
の
根
拠
と
し

て
の
神
の
摂
理
と
し
て
の
文
明
化
の
課
題
は
意
味
を
失
っ
た
。

第
三
の
理
由
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
意
図
し
た
概
念
と
し
て
の
性
意
識
の
変
革
で

あ
る
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
の
伝
統
、
植
民
地
支
配
下
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
通
念
と
し

て
共
有
を
さ
れ
て
い
た
概
念
と
し
て
の
男
性
、
女
性
の
理
解
の
拒
否
で
あ
っ
た
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
政
治
運
動
に
お
け
る
女
性
原
理
の
重
要
性
の
発
見
は
、
植
民
地
支

配
体
制
、
伝
統
的
社
会
的
上
層
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
化
に
お
け
る
概
念
と
し
て

の
性
の
支
配
的
構
造—

—

男
性
と
支
配
、
男
性
原
理
と
暴
力
の
正
当
性
、
女
性
原

理
と
受
動
的
従
属
、
男
性
原
理
と
抑
圧
的
社
会
の
心
理
的
一
体
性—

—

を
拒
否
し
、

民
衆
文
化
の
母
性
原
理—

—

非
操
作
的
、
非
暴
力
的
、
自
然
と
社
会
環
境
と
の
親

近
性
、
相
互
補
完
的
、
非
抑
圧
的
、
非
管
理
的—

—

を
核
と
す
る
民
衆
の
ヒ
ン
ド
ゥ

教
を
政
治
的
行
動
主
義
の
原
理
と
し
、
公
的
領
域
に
介
入
し
、
新
し
い
倫
理
的
自

覚
と
し
て
の
戦
闘
的
非
暴
力
を
基
本
的
原
理
と
す
る
運
動
と
し
て
展
開
し
た
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
社
会
変
革
と
し
て
の
民
族
運
動
は
、
内
的
に
一
貫
性
の
あ
る
公

共
的
倫
理
の
受
容
と
実
践
を
不
断
に
要
求
し
、
具
体
的
に
民
衆
の
運
動
と
し
て
展

開
し
た
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
提
起
す
る
問
題
を
、
バ
ラ
モ
ン
権
威
の
否
定
、
近
代

二
、
イ
ン
ド
近
代
史
に
お
け
る
民
族
運
動
の
動
向
と
ガ
ン
デ
ィ
ー

結
論
と
し
て
ナ
ン
デ
ィ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
暗
殺
の
理

由
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
民
族
運
動
が
あ
ま
り
に
急
進
的
、
根
源
的
な
社
会
変
革
運

動
で
あ
り
、
民
族
運
動
の
当
時
の
支
配
的
な
歴
史
的
、
心
理
的
動
向
を
真
向
か
ら

否
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
民
衆
を
運
動
の
主
体
と
し
、
具
体
的
に
は
ヒ
ン

ド
ゥ
文
化
の
宗
教
的
、
社
会
的
権
威
構
造
に
お
け
る
バ
ラ
モ
ン
階
層
の
権
威
の
否

定
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
民
衆
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
に
真
正
な
宗
教
的
霊
性
を
見
い

だ
し
、
民
衆
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
を
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
中
核
に
位
置
づ
け
る
価
値
の
転
換

が
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
政
治
的
行
動
主
義
は
、
社
会
変
革
と
し
て
の
民
族
運

動
の
方
法
で
あ
り
、
従
来
の
民
族
運
動
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。  

政
治
的
行

動
主
義
の
基
本
的
特
質
の
一
つ
は
、
非
政
治
的
社
会
に
お
い
て
政
治
的
、
公
的
生

活
の
第
一
義
的
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
従
来
の
ヒ

ン
ド
ゥ
教
の
階
層
性
と
専
門
性
の
打
破
で
あ
っ
た
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
社
会
変
革
運
動
と
し
て
の
民
族
運
動
は
多
面
的
で
あ
り
、
包
括

的
で
あ
り
、
一
面
に
お
い
て
ヒ
ン
ド
ゥ
社
会
の
根
源
的
改
革
を
志
向
し
つ
つ
、
他

面
に
お
い
て
、
植
民
地
支
配
の
正
当
性
の
根
拠
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
理
由
の
一
つ
は
、
イ
ン
ド
の
民
族
運
動
は
都
市
の
少
数
の
知
識
人
層
に
限
定
さ

れ
て
お
り
、
大
多
数
の
イ
ン
ド
人
、
特
に
イ
ン
ド
の
農
民
は
民
族
運
動
と
は
無
関

係
で
あ
り
、
む
し
ろ
植
民
地
支
配
体
制
を
支
持
し
て
い
る
と
い
う
英
国
植
民
地
政

府
の
見
解
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
民
族
運
動
を
通
し
て
明
白
に
そ
の
幻
想
性
が
明
き

ら
か
に
さ
れ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
民
族
運
動
の
に
な
い
手
と
し
て
農
民
が
重
要
な
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文
明
の
否
定
、
非
暴
力
と
し
て
集
約
し
て
見
る
な
ら
ば
、
反
応
の
大
き
い
こ
と
は

予
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
事
実
、
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
バ
ラ
モ
ン
階
層
の

一
部
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
社
会
変
革
、
価
値
意
識
の
根
本
的
変
容
を
要
求
す
る
民

族
運
動
は
、
イ
ン
ド
社
会
の
基
本
的
特
質
を
破
壊
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
未
来
は
な

い
と
い
う
危
機
意
識
を
共
有
し
て
い
た
。
南
ア
ジ
ア
の
分
離
独
立
前
後
に
は
、
こ

の
よ
う
な
危
機
意
識
は
広
く
一
般
に
共
有
さ
れ
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
イ
ン
ド
の
進
歩

に
と
っ
て
最
大
の
障
壁
と
し
て
次
第
に
意
識
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
の
間
の
状
況
を
次
節
で
明
確
に
し
た
い
。

N

三
、
暗
殺
者 

・
ゴ
ー
ド
セ
ー
（G

odse

） （1912

〜49

）

N

一
九
四
八
年
一
月
三
十
日
、 

・
ゴ
ー
ド
セ
ー
は
ガ
ン
デ
ィ
ー
を
暗
殺
し
た
。

ゴ
ー
ド
セ
ー
の
出
身
地
は
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
バ
ラ
モ
ン
階
層
の
一
つ
の
拠

点
で
あ
っ
た
プ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
モ
ス
レ
ム
支
配
者
と
の
闘
争
、
他
の
ヒ
ン

ド
ゥ
地
域
へ
の
侵
略
に
一
定
の
役
割
を
果
し
た
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
バ
ラ
モ
ン

階
層
は
二
十
世
紀
初
頭
の
民
族
運
動
で
は
指
導
的
役
割
を
果
し
、
国
民
会
議
派
を

二
分
す
る
穏
健
派
、
過
激
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
バ
ラ
モ
ン
階

G

K

B

G

層
の 

・ 

・
ゴ
ー
カ
レ
ー 

（1866

〜1915

）、 

・ 

・
テ
ィ
ラ
ク 

（1856
〜

1920

） 

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
。

ゴ
ー
ド
セ
ー
は
社
会
的
に
は
バ
ラ
モ
ン
階
層
に
属
し
て
い
た
が
、
経
済
的
に
は

服
屋
、
仕
立
屋
と
し
て
商
業
活
動
に
従
事
し
、
社
会
的
、
経
済
的
地
位
の
格
差
は

大
き
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
出
身
者
が
暴
力
的
過
激
派
、
復
古
主
義
的
団

体
の
構
成
員
に
多
い
と
い
わ
れ
る
が
、
ゴ
ー
ド
セ
ー
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

ゴ
ー
ド
セ
ー
が
ヒ
ン
ド
ゥ
過
激
派
の
ヒ
ン
ド
ゥ
・
マ
ハ
サ
バ （H

indu M
ahasaba

）、

ヒ
ン
ド
ゥ
至
上
主
義
団
体
ラ
シ
ュ
ト
リ
ア
・
ス
ワ
ヤ
ム
・
セ
ワ
ク
・
サ
ン
グ （the

R
S
S

R
ashtriya Sw

ayan Sevak Sangh

）（
民
族
奉
仕
団=

 
 

 

と
略
す
る
）の
活
動
家

に
な
っ
た
の
は
、
二
十
才
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
団
体
の
要
職
は
す
べ

て
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
・
バ
ラ
モ
ン
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
た
が
、
運
動
の
目
的
は
ヒ

ン
ド
ゥ
教
の
復
興
、
復
古
で
あ
る
が
、
バ
ラ
モ
ン
階
層
の
権
威
の
復
活
も
そ
の
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
入
会
後
数
年
に
し
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
・
マ
ハ
サ
バ
の

R
S
S

プ
ー
ナ
ー
地
区
の
責
任
者
の
一
人
と
な
っ
た
が
、 

 
 

の
現
状
に
満
足
で
き
ず
、

R
S
S

 
 

 

を
脱
会
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
・
ラ
シ
ュ
ト
ラ
ダ
ー
ル （the H

indu R
ashtra D

al

）

と
い
う
新
し
い
組
織
を
創
設
し
た
。
一
九
四
四
年
、
ゴ
ー
ド
セ
ー
は
ア
グ
ラ
ニ
イ

（A
grani

） 

と
い
う
新
聞
を
購
入
し
、
新
聞
を
通
し
て
運
動
を
展
開
し
た
が
、
政
府

は
そ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
的
言
動
を
理
由
に
発
行
を
禁
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ヒ
ン

ド
ゥ
・
ラ
シ
ュ
ト
ラ （H

indu R
ashtra

） 

と
い
う
別
名
の
下
に
刊
行
し
、
こ
の
段
階

で
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
暗
殺
者
の
共
犯
者
ナ
ラ
ヤ
ン
・
ア
プ
テ （N

arayan A
pte

） 

が
編

集
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
新
聞
の
特
色
の
一
つ
は
反
ガ
ン
デ
ィ
ー
で
あ

り
、
こ
の
立
場
は
、
ベ
ン
ガ
ル
、
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
両
州
の
経
済
的
に
は
中
産
階

級
で
は
あ
る
が
、
階
層
的
に
は
バ
ラ
モ
ン
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
の
上
層
カ
ー
ス
ト
に

属
す
る
近
代
的
教
育
を
受
け
た
知
識
人
の
一
部
の
立
場
を
代
弁
し
て
い
た
。
そ
の

主
張
の
中
核
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
主
義
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
を
骨
抜
き
に
し
、
弱
体
化
、

女
性
化
し
て
い
る
と
い
う
批
判
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー
ド
セ
ー
は
新
聞
を
通
し
て
、
ガ

ン
デ
ィ
ー
批
判
、
反
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
立
場
の
根
拠
を
明
確
に
し
て
い
る
が
、
表
相

的
に
は
両
者
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
幾
つ
か
を
指
摘
す
る
な
ら
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ば
、
そ
の
第
一
は
、
民
族
主
義
者
と
し
て
祖
国
の
為
に
一
切
の
犠
牲
を
い
と
わ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
イ
ン
ド
の
問
題
は
、
基
本
的
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
の

問
題
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
人
口
の
圧
倒
的
多
数
が

ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
南
ア
ジ
ア
の
分
離
独
立
に
反
対

で
あ
っ
た
。
第
四
に
、
禁
欲
が
政
治
的
活
動
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
理
解
で

あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
無
所
有
を
基
調
と
し
た
禁
欲
的
生
活
は
周
知
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ゴ
ー
ド
セ
ー
も
厳
格
な
独
身
主
義
で
身
を
律
し
、
出
家
者
の
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
た
。
第
五
に
、
両
者
共
に
敬
虔
な
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー

ド
セ
ー
は
反
ガ
ン
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
祖
国
イ
ン
ド
に
対
す
る

献
身
を
評
価
し
て
い
た
。
ゴ
ー
ド
セ
ー
の
政
治
的
活
動
の
第
一
歩
は
、
ガ
ン

デ
ィ
ー
の
市
民
的
非
服
従
運
動
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
両
者
の
相
違
は
き
わ
め
て
明
確
で
あ
っ
た
。
そ
の
相
違
点
の
第

一
は
、
ゴ
ー
ド
セ
ー
は
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
の
民
族
運
動

に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
し
た
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
バ
ラ
モ
ン
階
層
に
属
し

て
い
た
が
、
ゴ
ー
ド
セ
ー
が
共
鳴
し
た
の
は
、
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
、
ベ
ン
ガ
ル

州
の
都
市
中
産
階
級
の
一
部
に
共
有
さ
れ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の
伝
統
で
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
の
政
治
意
識
は
イ
ン
ド
の
帝
国
主
義
的
支
配
層
の
価
値
を
共
有
し
、
政
治

を
容
赦
の
な
い
合
理
的
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
と
理
解
し
、
敵
対
者
の
敗
北
を
不

断
に
追
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ゴ
ー
ド
セ
ー
に
と
っ
て
は
、
ガ
ン

デ
ィ
ー
の
政
治
的
倫
理
、
魂
の
力
、
被
抑
圧
者
の
倫
理
性
の
重
要
性
の
主
張
は
全

く
非
合
理
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
の
本
質
的
な
相
違
点
は
、
ゴ
ー
ド
セ
ー
の
理
解
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
教
で
あ
っ

た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ
て
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
生
活
の
様
式
で
あ
り
、
普
遍
的
倫
理

的
に
開
か
れ
た
体
系
で
あ
り
、
不
断
に
新
し
い
統
合
が
要
求
さ
れ
、
ガ
ン
デ
ィ
ー

が
望
ん
だ
こ
と
は
、
南
ア
ジ
ア
を
包
括
す
る
大
き
な
政
治
的
団
体
の
一
部
と
し
て

ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
が
イ
ン
ド
人
と
し
て
積
極
的
に
政
治
に
参
与
し
、
政
治
的
に
組
織

化
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
宗
教
的
グ
ル
ー
プ
と
し
て
組
織
化
す
る
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
ゴ
ー
ド
セ
ー
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
典
型
的
な
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
の
ヒ
ン

ド
ゥ
教
で
あ
り
、
そ
の
骨
子
は
、
イ
ン
ド
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
の
国
家
で
あ
り
、
イ

ン
ド
人
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
で
あ
り
、
論
理
的
に
は
異
宗
教
徒
は
イ
ン
ド
人
で
な

い
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
ム
ス
リ
ム
と
の
融
和
の
道
は
、
反
国
家
的
行
為
で
あ
り
、
ガ

ン
デ
ィ
ー
の
存
在
は
反
国
家
的
存
在
で
あ
っ
た
。

第
三
の
相
違
点
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
強
調
し
た
概
念
と
し
て
の
女
性
、
女
性
原

理
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
変
革
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
人
の
自
己
理
解
に
お

け
る
概
念
と
し
て
の
女
性
、
女
性
原
理
の
重
要
性
の
発
見
で
あ
り
、
そ
の
確
認
で

あ
り
、
実
践
で
あ
っ
た
。
こ
の
見
解
の
理
解
は
容
易
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に

E

は
、 

・
エ
リ
ク
ソ
ン
の
原
始
的
母
性
的
宗
教 （a prim

itive m
other religion

） 

と

交
錯
し
、
戦
闘
的
非
暴
力
の
宗
教
性
、
霊
性
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
意
識
の
変
革
は
、
当
時
の
伝
統
的
エ
リ
ー
ト
階
層
に
共
有
さ
れ
て

い
た
植
民
地
支
配
・
被
支
配
、
征
服
・
従
属
、
勝
利
・
敗
北
、
栄
光
・
屈
辱
と
概

念
と
し
て
の
男
性
・
女
性
の
比
喩
的
一
体
化
を
根
本
的
に
批
判
し
、
否
定
し
た
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
イ
ス
ラ
ム
、
英
国
に
よ
っ
て
征
服
・
支
配
さ
れ
、
去
勢
さ

れ
、
骨
抜
き
に
さ
れ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
、
そ
の
よ
う
な
敗
北
の
状
況
を
脱
却
す
る

為
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
、
英
国
と
の
闘
争
を
再
開
し
、
勝
利
を
手
中
に
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
男
性
原
理
は
復
元
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ガ
ン

デ
ィ
ー
は
概
念
と
し
て
の
女
性
、
女
性
原
理
の
被
支
配
、
従
属
、
敗
北
、
屈
辱
と

の
一
体
性
を
戦
闘
的
非
暴
力
の
中
核
を
構
成
し
て
い
る
原
始
的
母
性
宗
教
の
視
座

か
ら
批
判
し
、
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
五
の
相
違
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
非
暴
力
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の
イ
ン
ド
の

独
立
と
発
展
に
大
き
な
障
害
で
あ
る
。
ゴ
ー
ド
セ
ー
の
法
廷
の
発
言
に
こ
の
見
解

が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
旨
は
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
い
な
け
れ
ば
、
イ
ン
ド
の

政
治
は
現
実
的
と
な
り
、
軍
事
力
も
強
化
さ
れ
、
外
敵
に
直
ち
に
対
処
で
き
、
近

代
国
家
に
不
可
欠
な
合
理
性
を
原
則
と
し
た
国
家
の
運
営
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ガ

ン
デ
ィ
ー
の
非
暴
力
は
国
家
に
破
滅
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
暗
殺
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の
イ
ン
ド
の
発
展
の
為
で
あ

り
、
い
つ
の
日
に
か
、
こ
の
祖
国
愛
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
信
念
を
吐

露
し
て
、
犯
人
ゴ
ー
ド
セ
ー
の
法
廷
弁
明
は
終
っ
て
い
る
。
多
く
の
傍
聴
者
は
深

い
感
動
に
包
ま
れ
、
女
性
の
多
く
は
、
嗚
咽
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
時
の
独
立
イ
ン
ド
政
府
は
、
ゴ
ー
ド
セ
ー
の
法
廷
弁
明
の
出
版
を
禁
止
し
た

が
、
未
だ
に
そ
れ
は
解
除
さ
れ
て
い
な
い
。

四
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判

ゴ
ー
ド
セ
ー
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
暗
殺
の
理
由
の
一
つ
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文

明
の
批
判
で
あ
っ
た
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
れ
は
ゴ
ー
ド
セ
ー
、
ゴ
ー
ド

セ
ー
を
支
え
る
運
動
の
見
解
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
広
く
一
般
に
支
持
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
社
会
改
革
運
動
と
し
て
の

民
族
運
動
は
、
近
代
文
明
批
判
を
一
つ
の
柱
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
社

会
の
許
容
度
を
越
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。  

国
父
と
し
て
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
一
人

の
敬
虔
な
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ナ
ン
デ
ィ
ー
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
ナ
ン
デ
ィ
ー
の
理
解
す
る
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批

判
を
明
き
ら
か
に
し
た
い
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
文
明
理
解
に
お
け
る
一
つ
の
基
本
的

な
特
質
は
、
文
化
を
貫
徹
し
て
い
る
普
遍
的
価
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
洋

文
明
、
東
洋
文
明
は
本
質
に
お
い
て
は
異
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
批

判
し
た
の
は
近
代
西
欧
で
あ
り
、
そ
の
世
界
的
展
開
で
あ
っ
た
。
こ
の
近
代
西
欧

を
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
近
代
文
明
と
規
定
し
た
。
こ
の
批
判
を
通
し
て
ガ
ン
デ
ィ
ー
が

期
待
し
た
こ
と
は
、
そ
の
期
待
に
は
悲
願
、
祈
り
に
近
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

た
が
、
真
正
な
西
欧
、
東
洋
文
明
の
再
生
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
明
は
本
来
的

に
は
、
非
抑
圧
的
、
非
都
市
的
、
非
産
業
的
、
非
技
術
主
義
的
で
あ
り
、
共
生
共

存
を
基
本
的
な
特
質
と
し
て
い
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
批
判
し
た
の
は
、
近
代
文
明

の
特
質
で
あ
る
近
代
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
近
代
性
が
異
な
っ
た
文
明
を
貫
徹
し
て

い
る
普
遍
的
価
値
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
が
近
代
西
欧
を
批
判
し
た
根
本
原
因
は
、
そ
の
近
代
性
の
特
質
と

し
て
の
世
俗
的
科
学
的
世
界
観
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ
て
は
、
超
越
性

の
理
論
、
文
明
の
根
と
し
て
の
絶
対
の
超
越
と
そ
の
内
在
に
つ
い
て
自
覚
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
世
界
像
が
欠
如
し
た
文
明
は
、
文
明
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
文
明

を
否
定
し
た
文
明
、
具
体
的
に
は
近
代
西
欧
文
明
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
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近
代
西
欧
文
明
の
中
核
に
知
識
の
世
俗
性
を
見
て
い
た
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ

て
そ
れ
は
ま
さ
に
文
明
の
根
の
否
定
を
端
的
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
が
近
代
科
学
を
拒
否
し
た
の
は
世
俗
的
知
識
の
中
核
に
近
代
科
学

の
原
則
を
見
い
出
し
、
近
代
科
学
は
不
可
避
的
に
人
間
を
世
俗
化
せ
ざ
る
を
え
な

い
と
判
断
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
近
代
科
学
は
真
の
客
観
的
知
識
、
そ
れ
に
伴

う
制
御
と
予
見
性
を
保
証
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
知
識
の
条
件
と
し
て
、
曰

ゆ
る
主
観
的
知
識
、
意
味
主
体
と
し
て
の
自
己—

—

私
は
何
者
で
あ
る
か
と
い
う

問
を
中
核
と
す
る
自
己
認
識
、
自
己
理
解—

—

を
除
外
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
不
可
避
的
に
聖
な
る
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の
自
然
、
人
間
の
否

定
、
意
味
剥
奪
の
歴
史
的
過
程
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
科
学
の
拒
否
は
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
の
バ

ラ
モ
ン
知
識
層
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
近
代
西
欧
文
明
に
対
す
る
対
応
と
し
て
の

路
線—

—

ヒ
ン
ド
ゥ
教
と
近
代
科
学
は
両
立
す
る—

—

の
否
定
と
な
っ
た
。
ヒ
ン

ド
ゥ
教
と
近
代
科
学
は
両
立
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
の
世
俗
化
の
危
険
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
バ
ラ
モ
ン
知
識
層
の
共
存
の
思
想
は
、
思
想
的
に
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
し
て
も
、
自
明
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
が
そ
れ
を
正
当

化
し
て
い
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
理
解
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
教
は
、
近
代
科
学
、
世
俗

化
、
そ
れ
に
伴
う
暴
力
、
抑
圧
の
新
し
い
様
式
に
根
本
的
に
批
判
的
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
近
代
科
学
を
中
核
と
し
た
近
代
化
の
原
則
で
あ
る
近

代
性
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
を
根
本
か
ら
否
定
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
批

判
の
根
拠
は
民
衆
の
宗
教
性
、
母
性
の
宗
教
性
と
し
て
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
で
あ
り
、

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
近
代
科
学
、
近
代
科
学
の
延
長
と
し
て
の
一
切
の
社
会
批
判
、
解

放
理
論
に
批
判
的
で
あ
り
、
特
に
政
治
を
宗
教
か
ら
分
離
、
分
化
す
る
こ
と
を
拒

否
し
た
。
こ
の
分
離
は
、
目
的
と
手
段
と
の
分
離
と
な
り
、
目
的
の
為
の
手
段
の

正
当
化
へ
の
道
を
開
き
、
非
倫
理
的
な
権
力
闘
争
と
し
て
の
政
治
を
肯
定
す
る
こ

と
に
な
り
、
さ
ら
に
む
き
だ
し
の
暴
力
と
し
て
の
征
服
、
抑
圧
、
戦
争
を
正
当
化

す
る
こ
と
に
な
る
。  

目
的
と
手
段
の
分
離
は
近
代
性
の
特
質
で
あ
り
、
ガ
ン

デ
ィ
ー
は
こ
れ
を
否
定
し
た
。
目
的
は
手
段
に
内
在
し
て
お
り
、
両
者
は
そ
の
よ

う
な
意
味
で
不
分
離
で
あ
る
。
目
的
と
し
て
の
平
和
の
為
に
暴
力
を
手
段
と
し
て

正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
目
的
と
し
て
の
平
和
に
い
た
る
道
は
、
平
和
以

外
に
は
な
い
と
い
う
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
指
摘
は
、
目
的
と
手
段
の
不
可
分
離
性
を
意

識
し
て
い
る
。

近
代
科
学
の
妥
当
性
は
近
代
技
術
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た

が
、
技
術
に
は
手
段
性
と
同
時
に
支
配
性
が
あ
り
、
近
代
性
は
伝
統
的
技
術
に
対

す
る
古
い
制
約
を
除
去
し
て
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
イ
へ
の
道
を
開
い
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー

が
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
イ
に
よ
る
支
配
に
危
機
意
識
を
い
だ
い
て
い
た
の
は
、
テ
ク
ノ

ク
ラ
シ
イ
が
も
た
ら
す
専
門
家
と
非
専
門
家
、
技
術
者
と
非
技
術
者
の
支
配
と
従

属
の
関
係
の
一
方
性
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
イ
に
よ
る
管
理
体
制
は
、
人
間
の
思
惟
を

枯
渇
化
を
さ
せ
、
内
面
的
自
立
性
を
う
ば
い
、
人
間
を
道
具
化
す
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
人
間
の
自
由
と
し
て
の
霊
性
、
宗
教
性
を
拒
否
す
る
こ
と
に
な
り
、
人
間

の
条
件
は
失
な
わ
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
社
会
文
化
は
崩
壊
す
る
。

恐
ら
く
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
思
想
で
最
も
理
解
し
が
た
い
こ
と
の
一
つ
は
、
進
歩

の
理
論
の
拒
否
で
あ
ろ
う
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
現
代
に
お
い
て
教
育
を
さ
れ
な
い

方
が
、
よ
り
良
い
教
育
で
あ
り
、
近
代
的
意
味
に
お
い
て
文
明
化
さ
れ
な
い
方
が
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五
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
歴
史
観

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
イ
ン
ド
の
近
・
現
代
史
に
残
し
た
一
つ
の
決
定
的
刻
印
は
非
暴

力（
ア
ヒ
ム
サ
）を
真
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
中
核
に
位
置
づ
け
る
価
値

意
識
の
変
革
で
あ
っ
た
。
ア
ヒ
ム
サ
を
中
核
と
し
た
社
会
変
革
運
動
は
バ
ラ
モ
ン

階
層
の
権
威
の
否
定
と
な
り
、
知
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
バ
ラ
モ
ン
階
層
を
主
体

と
し
て
展
開
し
た
十
九
世
紀
初
頭
以
来
の
思
想
的
運
動
、
ヒ
ン
ド
ゥ
宗
教
改
革
運

動
、
イ
ン
ド
民
族
運
動
の
一
つ
の
支
柱
で
あ
っ
た
進
歩
と
し
て
の
歴
史
理
解
、  

歴

史
の
進
歩
に
と
っ
て
不
可
欠
な
近
代
化
論
の
否
定
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会

変
革
運
動
と
し
て
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
民
族
運
動
は
、
植
民
地
支
配
の
正
当
性
の
根

拠
と
し
て
の
文
明
化
の
課
題
と
使
命
を
根
本
的
に
批
判
し
、
否
定
し
た
。
こ
の
よ

う
な
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
社
会
変
革
運
動
の
基
調
に
は
、
意
味
の
追
究
と
し
て
の
ガ
ン

デ
ィ
ー
の
自
己
理
解
、
イ
ン
ド
理
解
が
あ
る
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
バ
ラ
モ
ン
権
威

の
否
定
は
、
教
学
の
責
任
を
に
な
っ
て
い
る
知
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
バ
ラ
モ
ン

階
層
が
、
知
識
と
し
て
の
聖
典（
シ
ュ
ル
テ
ィ
）に
精
通
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
視
点
か
ら
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
宗
教
性
、
霊
性
を
破
壊
す
る
役

割
を
果
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

植
民
地
支
配
の
論
理
を
概
念
と
し
て
の
性
意
識
で
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
ナ
ン

デ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

男
性 （
プ
ル
シ
ャ
ト
ワ
・P

urs. atva

）—

女
性（
ナ
ー
リ
ー
ト
ワ
・N

arıtva

）—

女

性
化
し
た
男
性（
ク
リ
ー
バ
ト
ワ
・K

lıbatva

）

よ
り
文
明
化
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
進
歩
と
し
て
の
歴
史
を
否
定
し

て
い
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
ナ
ン
デ
ィ
は
進
歩
の
理
論
に
一
つ
の
傾
向
を
見
て
い
る

が
、
そ
れ
は
空
間
を
時
間
に
変
換
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
で

は
、
地
域
的
、
文
化
的
相
違
を
歴
史
的
段
階
と
し
て
考
え
、
進
化
論
的
人
類
学
で

は
、
近
代
西
欧
の
過
去
が
未
開
社
会
で
あ
り
、
心
理
分
析
学
的
理
解
で
は
人
間
の

幼
児
期
の
自
己
、
未
開
の
人
間
の
自
己
が
比
喩
的
に
今
、
こ
こ
に
あ
る
だ
け
で
な

く
、
通
時
的
に
、
客
観
的
に
子
供
に
、
野
蛮
人
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
理
解
が
、
近
代
西
欧
の
意
識
を
支
配
し
、
結
果
と
し
て
、
帝
国
主
義
、
病
理

的
近
代
科
学
、
発
展
論
に
伴
う
暴
力
を
正
当
化
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
の
よ
う
な
暴
力
を
生
み
だ
す
進
歩
の
理
論
を
否
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
進
歩
と
し
て
の
歴
史
に
お
け
る
社
会
は
大
衆
社
会
と
し
て
の
特
質

を
具
え
て
く
る
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
そ
れ
自
体
に
批
判
的
で
あ
る
が
、
ナ
ン

デ
ィ
ー
が
特
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
個
人
を
消
費
財

の
購
入
者
、
第
二
に
個
人
を
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
受
動
的
消
費
者
と
し
て
手
段
化

し
、
社
会
は
そ
の
機
能
を
維
持
す
る
が
、
そ
れ
自
体
が
目
的
化
さ
れ
て
、
全
体
主

義
的
傾
向
は
さ
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
帰
結
は
自
己
破
壊
で
あ
る
。

進
歩
と
し
て
の
歴
史
を
否
定
し
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ
て
歴
史
と
は
何
を
意
味

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
文
明
の
問
題
を
近
代
科
学
、
近
代
技
術
、
テ
ク

ノ
ク
ラ
シ
イ
、
進
歩
と
し
て
の
歴
史
、
大
衆
社
会
の
問
題
と
し
て
検
討
し
て
き
た

が
、
残
さ
れ
た
一
つ
の
問
題
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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服
、
支
配
、
差
別
、
排
除
も
包
み
こ
ん
で
、
共
生
、
共
存
、
協
力
、
和
解
、
再
生

へ
と
変
容
さ
せ
る
愛
の
力
で
あ
り
、
母
性
の
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
母
性
の
リ
ア

リ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
一
切
は
か
け
が
え
の
な
い
同
胞
で
あ
る
。
排
除
の
理
論
は

否
定
さ
れ
る
。

人
生
の
段
階
説
に
お
け
る
幼
児
期
・
少
年
期
を
政
治
従
属
と
比
喩
的
に
一
体
化

し
て
、
幼
児
・
少
年
の
成
長
に
と
っ
て
の
成
人
の
役
割
と
し
て
の
植
民
地
支
配
の

正
当
性
が
、
進
歩
と
し
て
の
歴
史
観
の
枠
組
み
の
中
に
概
念
と
し
て
性
の
理
解
と

同
様
に
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
ナ
ン
デ
ィ
ー
は
言
及

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
歴
史
観
を
検
討
し
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
ナ
ン
デ
ィ
ー
の
見
解
を
一
言
で
要
約
す
る
な
ら
ば
、
成
人
と
し
て

の
役
割
が
文
化
の
破
壊
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
こ
で
文
化
の
破
壊
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ
て
は
母
な
る
大
地
の
リ

ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の
聖
な
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の
破
壊
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
驚
く
べ

き
ほ
ど
に
明
確
に
示
し
て
い
る
の
が
、
一
八
五
四
年
に
書
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
ア

メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
の
ド
ワ
ニ
シ
族
の
チ
ー
フ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
へ

E

の
手
紙
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
は
た
し
か
に
、 

・
エ
リ
ク
ソ
ン
の
言
う
事
実
と
し

て
の
真
実
性 （Factual R

eality

） 

と
し
て
は
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
聖
な
る

リ
ア
リ
テ
ィ
が
進
歩
と
し
て
の
近
代
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
破
壊
さ
れ
て

い
く
か
に
つ
い
て
の
理
解
は
現
実
性 

（A
ctuality

） 

と
し
て
貴
重
な
文
献
で
あ
ろ

う
。ガ

ン
デ
ィ
ー
の
歴
史
観
は
、
ナ
ン
デ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
次
の
指
摘
に
端
的
に
示

さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
植
民
地
化—

—

敗
北
・
従
属
・
屈
辱—

—

は
イ
ン
ド
の
女
性
化
の
結
果

で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
知
的
エ
リ
ー
ト
は
こ
の
論
理
を
容
認
し
、
し
た
が
っ
て
進

歩
と
し
て
の
近
代
化
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
こ
の
支
配
者
、
被
支
配
者
に
共
通
の
論
理
を

ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
宗
教
性
、
霊
性
に
よ
っ
て
否
定
し
た
。

一
、
両
性
具
有（
聖
性
）

二
、
女
性—

男
性—

男
性
失
格（
カ
プ
ル
シ
ャ
ト
ワ
）

ガ
ン
デ
ィ
ー
に
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
秩
序
が
混
在
し
て
い
る
が
、
後
者
の
比
重
が

大
き
い
。
概
念
と
し
て
の
女
性
・
母
性
に
は
、
権
威
と
活
動
、
行
動
と
の
一
体
性

が
象
徴
的
に
秘
め
ら
れ
、
母
性
は
ア
ヒ
ム
サ（
非
暴
力
・
愛
）、
勇
気
と
不
可
分
で

あ
る
。
受
難
を
通
し
て
非
暴
力
を
貫
徹
さ
せ
る
勇
気
の
源
泉
で
あ
る
。
母
性
は
宇

宙
の
力
と
活
力
の
母
性
原
理
で
あ
り
、
大
海
の
如
く
一
切
を
包
摂
し
、
親
密
性
の

至
福
の
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
概
念
と
し
て
の
母
性
は
、
両
性
具
有
の
聖
性
と
一

体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
戦
闘
的
非
暴
力
は
概
念
と
し
て

の
母
性
に
源
泉
が
あ
る
。
母
親
プ
ト
リ
バ
イ
は
そ
の
証
言
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

二
十
一
年
間
に
わ
た
る
南
ア
フ
リ
カ
の
過
酷
な
反
人
種
差
別
運
動
に
お
け
る
女
性

の
同
志
に
不
滅
の
勇
気
を
見
た
の
で
あ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
妻
カ
ス
ト
ゥ
ル
バ
の

母
性
に
支
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
以
来
の
生
涯
の
友
人
で
あ
り
、
兄

C

F

弟
で
あ
る
英
国
人
キ
リ
ス
ト
者 

・ 

・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
に
母
性
を
見
た
の
で
あ

る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
自
身
も
母
性
の
証
言
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
悲
願
と
し
て
い

た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ
て
戦
闘
的
非
暴
力（
ア
ヒ
ム
サ
）は
一
切
を
包
摂
し
、
征

男
性

女
性
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超
越
し
、
同
時
に
時
間
を
内
包
し
つ
つ
、
永
遠
に
創
造
的
で
あ
り
、
時
間
の
奴
隷

に
な
る
こ
と
を
拒
否
す
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ
て
の
歴
史
は
神
話
と
し
て
の
歴

史
で
あ
っ
た
。

六
、
一
つ
の
結
論

イ
ン
ド
の
解
放
は
英
国
の
解
放
で
あ
り
、
世
界
の
解
放
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
解
放

の
中
核
は
自
己
の
自
由—

—

自
己
実
現
、
自
己
制
御
、
自
己
理
解—

—

に
あ
る
。  

自

己
の
自
由
は
、
意
味
の
不
断
の
追
究
で
あ
り
、
そ
れ
が
非
寛
容
、
排
他
性
、
恐

れ
、
不
安
、
抑
圧
、
従
属
か
ら
自
己
を
解
放
し
、
真
理
に
根
ざ
し
た
愛
に
生
き
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
イ
ン
ド
の
解
放
と
な
る
。
こ
の
解
放
は
非
暴
力（
ア
ム
ヒ

サ
・
愛
）を
通
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
神
話
的
現
実
に
生

き
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
社
会
変
革
運
動
と
し
て
の
民
族
運
動
で
あ
り
、

そ
の
第
一
は
、
異
な
っ
た
宗
教
、
特
に
イ
ス
ラ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
対
話
、
出
会

い
、
再
生
、
和
解
、
共
同
で
あ
り
、
第
二
は
カ
ー
ス
ト
制
度
の
悪
、
特
に
不
可
触

民
制
度
の
廃
棄
、
第
三
は
、  

経
済
的
な
平
等
で
あ
る
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
自
己
の
自
由
を
核
と
し
た
民
族
解
放
運
動
は
植
民
地
支
配
の
正

当
性
の
根
拠
と
し
て
の
文
明
化
の
課
題—

—

近
代
化—

—

に
根
本
的
に
批
判
的
で

あ
り
、
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
ス
ワ
ラ
ー
ジ
運
動—

—

イ
ン
ド
の

社
会
変
革
運
動
と
し
て
の
民
族
運
動—

—

は
、
植
民
地
支
配
の
落
し
子
で
あ
る
進

歩
と
し
て
の
近
代
化
論
、
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に
よ
っ
て
挫
折

し
、
阻
止
さ
れ
、
こ
の
自
由
解
放
運
動
の
牽
引
車
的
役
割
を
果
し
た
ヒ
ン
ド
ゥ
教

徒
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
は
歴
史
を
拒
否
し
、
歴
史
的
年
代
記
を
越
え
て
神
話
の
第
一
義
性

を
肯
定
し
た
。（H

e rejected history and affirm
ed the prim

acy of m
yths over

historical chronicles.

）

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
神
話
へ
の
志
向
は
、
公
共
の
意
識
、
民
衆
の
意
識
へ
の
志
向
で

あ
っ
た
。
公
共
の
意
識
、
民
衆
の
意
識
は
、
伝
統
的
文
化
で
は
、  

歴
史
の
因
果
関

係
で
は
な
く
神
話
の
記
憶
、
物
語
り
と
し
て
の
神
話
を
通
し
て
、  

歴
史
的
に
は
非

因
果
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
代
的
西
欧
に
と
っ
て
、
現
在
は
展
開

し
つ
つ
あ
る
歴
史
の
一
つ
の
特
別
な
事
例
で
あ
る
な
ら
ば
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
と
っ

て
は
、
一
切
を
包
摂
す
る
永
遠
の
今
の
一
つ
の
特
別
な
事
例
で
あ
り
、
そ
れ
は
解

釈
さ
れ
、
不
断
に
解
釈
さ
れ
、
再
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
そ
の

M

相
違
を 

・
エ
リ
ア
ー
デ
は
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

未
開
人
と
現
代
人
の
最
大
の
相
違
は
、
現
代
人
に
と
っ
て
は
、
出
来
事
の
不
可

逆
性
は
歴
史
の
基
本
的
特
質
で
あ
る
が
、
未
開
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
事
実

に
反
す
る
。

イ
ン
ド
の
伝
統
的
文
化
に
お
い
て
神
話
は
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
神
話
に
生
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
文
化
は
継
承
さ
れ
、
創
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

現
代
人
に
と
っ
て
神
話
は
、
野
蛮
人
、
子
供
た
ち
に
意
味
の
あ
る
非
合
理
的

な
、
歴
史
に
無
自
覚
な
お
伽
噺
に
す
ぎ
な
い
。
現
代
人
の
時
間
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ

と
し
て
の
歴
史
の
因
果
関
係
に
お
い
て
、
歴
史
的
リ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
合
理
的

対
応
性
と
し
て
の
進
歩
、
進
化
の
脈
略
の
中
で
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史

的
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、
神
話
的
リ
ア
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
無
意
味
で
あ
り
、
そ
の（
歴

史
的
リ
ア
リ
テ
ィ
）の
役
割
は
破
壊
的
で
あ
る
。
神
話
的
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、
時
間
を

1

( 
)

2

( 
)
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ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
自
由
解
放
運
動
の
一
環
で

あ
り
、
不
可
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
批
判
の
根
拠
が
、
進
歩
と
し
て
の
歴
史
、
文
明

化
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
概
念
と
し
て
の
女
性
、
母
性
の
宗
教
性
、
霊
性
に
あ
る

と
い
う
ナ
ン
デ
ィ
ー
の
指
摘
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て

E

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
重
要
性
は
、 

・
エ
リ
ク
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
戦
闘
的
非
暴

力
と
の
関
係
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

M

K

以
上 

・ 

・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判
に
つ
い
て
の
ナ
ン
デ
ィ
ー
の
見

解
の
大
要
を
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
暗
殺
、
暗
殺
の
背
景
に
あ
る
伝
統
と
近
代
の
相
克
、

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
近
代
文
明
批
判
の
視
座
で
あ
る
民
衆
の
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
中
核
に
あ

る
ア
ヒ
ム
サ
の
源
泉
と
し
て
の
宗
教
的
母
性
原
理
に
焦
点
を
お
い
て
整
理
し
て
み

た
が
、
ナ
ン
デ
ィ
ー
が
サ
ラ
ン
と
共
有
し
て
い
る
見
解
は
、
伝
統
と
近
代
化
は
両

立
し
な
い
、
近
代
化
は
伝
統
を
不
可
避
的
に
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
サ
ラ
ン
に
と
っ
て
は
そ
の
理
論
的
展
開
で
あ
り
、
自
明
の
原
理
で
あ
る
伝

統
の
破
壊
は
人
類
の
自
殺
的
行
為
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
の
脱
却
の
道

は
、
根
源
的
に
は
私
た
ち
が
伝
統
の
原
点
で
あ
る
と
い
う
サ
ラ
ン
の
見
解
を
ナ
ン

デ
ィ
ー
が
共
有
す
る
か
ど
う
か
明
確
で
は
な
い
。
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